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イ
ー
レ
ッ
ク
ス
グ
ル
ー
プ

は
「
〜
持
続
可
能
な
社
会
実

現
の
た
め
に
〜
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
コ
ア
に

電
力

新
時
代
の
先
駆
者
に
な
る
」

と
い
う
２
０
３
０
年
ビ
ジ
ョ

ン
の
も
と
で
、
バ
イ
オ
マ
ス

発
電
を
基
盤
と
す
る
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
を
軸
に

成
長
を
続
け
る
考
え
だ
。

バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所
は
土

佐
（
高
知
市
）
、
佐
伯
（
大
分

県
佐
伯
市
）
、
豊
前
（
福
岡
県

豊
前
市
）
、
大
船
渡
（
岩
手
県

大
船
渡
市
）
の
４
基
を
保
有

し
て
い
る
。
沖
縄
県
う
る
ま

市
で
は
「
中
城
バ
イ
オ
マ
ス

発
電
所
」
を
建
設
し
て
お
り
、

今
年
７
月
の
営
業
運
転
開
始

を
予
定
し
て
い
る
。
香
川
県

坂
出
市
で
も

年
度
中
の
運

開
を
計
画
し
て
お
り
、
計
６

基
の
総
出
力
は
約

万
㌔
㍗

に
な
る
。

昨
年

月
に
は
世
界
最
大

級
の
大
型
バ
イ
オ
マ
ス
発
電

所
（
出
力

万
㌔
㍗
規
模
）

に
関
す
る
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｏ
Ｓ
と
の

共
同
事
業
化
検
討
の
合
意
お

よ
び
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の

開
始
を
発
表
し
た
。
建
設
地

は
新
潟
県
聖
籠
町
。
現
在
は

環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
手
続

き
に
入
り
、

年
の
着
工
と


年
度
中
の
運
開
を
目
指
し

て
い
る
。

本
計
画
は
、
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
賦
課
金
と
い
う
形

で
の
国
民
へ
の
負
担
が
な

い
、
日
本
初
の
Ｆ
Ｉ
Ｔ
（
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
固
定
価

格
買
取
制
度
）
か
ら
自
立
し

た
非
Ｆ
Ｉ
Ｔ
大
型
バ
イ
オ
マ

ス
発
電
所
の
実
現
を
図
る
も

の
だ
。営
業
運
転
開
始
後
は
、

地
元
新
潟
県
の
需
要
家
や
、

使
用
電
力
の
全
量
を
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
賄
う
「
Ｒ

Ｅ
１
０
０
」
の
加
盟
企
業
な

ど
に
広
く
供
給
す
る
こ
と
を

検
討
。二
酸
化
炭
素（
Ｃ
Ｏ
�）

排
出
量
の
削
減
と
い
っ
た
需

要
家
ニ
ー
ズ
を
満
た
す
こ
と

に
も
つ
な
が
り
、
脱
炭
素
化

へ
の
意
識
の
高
ま
り

に
応
え
る
。

同
発
電
所
で
は
新

燃
料
の
「
ニ
ュ
ー
ソ

ル
ガ
ム
」
と
、
木
質

系
燃
料
の
使
用
を
検

討
す
る
。
ニ
ュ
ー
ソ

ル
ガ
ム
は
環
境
負
荷

が
低
く
、
含
水
分
量

が
少
な
く
、早
生
で
、

単
位
面
積
当
た
り
の

高
収
量
が
見
込
め

る
。
今
年
５
月
に
世

界
初
の
発
電
実
証
実

験
を
沖
縄
県
宮
古
島

で
行
う
準
備
を
し
て

い
る
。

ま
た
、
イ
ー
レ
ッ

ク
ス
グ
ル
ー
プ
は
、

自
然
環
境
の
保
護
や

生
態
系
保
全
に
配
慮

し
た
持
続
的
な
バ
イ

オ
マ
ス
燃
料
の
活
用

に
向
け
、
発
電
事
業

者
と
し
て
日
本
で
初

め
て
パ
ー
ム
ヤ
シ
殻
（
Ｐ
Ｋ

Ｓ
）
を
対
象
と
す
る
第
三
者

認
証
「
Ｇ
Ｇ
Ｌ
」
を
取
得
し

て
い
る
。
さ
ら
に
、
木
質
ペ

レ
ッ
ト
の
自
社
商
流
に
つ
い

て
も
燃
料
の
発
生
地
点
（
森

林
）
に
お
い
て
、
持
続
可
能

性
（
合
法
性
）
が
証
明
さ
れ

た
木
材
の
み
を
取
り
扱
う
。

そ
し
て
、
林
野
庁
の
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
に
基
づ
く
Ｆ
Ｓ
Ｃ
、

Ｐ
Ｅ
Ｆ
Ｃ
な
ど
の
第
三
者
森

林
認
証
や
Ｓ
Ｃ
認
証
を
流
通

関
係
各
社
で
取
得
し
て
い

く
。海

外
の
発
電
事
業
は
カ
ン

ボ
ジ
ア
で
水
力
発
電
を
手
掛

け
る
考
え
だ
。

年
度
中
の

営
業
運
転
開
始
に
向
け
て
準

備
工
事
を
行
っ
て
お
り
、
計

画
通
り
に
進
捗
し
て
い
る
。

小
売
電
気
事
業
は
２
０
０

０
年
の
部
分
自
由
化
か
ら
参

入
し
て
お
り
、

年
を
超
え

る
実
績
が
あ
る
。

年
に
は

東
京
電
力
エ
ナ
ジ
ー
パ
ー
ト

ナ
ー
（
Ｅ
Ｐ
）
と
共
同
で
、

特
別
高
圧
・
高
圧
向
け
の
小

売
会
社
「
エ
バ
ー
グ
リ
ー
ン

・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
」
を
設

立
。

年
に
低
圧
向
け
の
小

売
会
社
「
エ
バ
ー
グ
リ
ー
ン

・
リ
テ
イ
リ
ン
グ
」
を
発
足

し
た
。
顧
客
の
要
望
に
合
わ

せ
て
環
境
価
値
と
経
済
性
を

両
立
し
た
料
金
メ
ニ
ュ
ー
を

全
国
的
に
提
供
し
て
い
る
。

両
社
は
Ｆ
Ｉ
Ｔ
電
源
な
ど

に
ト
ラ
ッ
キ
ン
グ
付
き
の
非

化
石
証
書
を
組
み
合
わ
せ
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
１
０

０
％
の
電
力
を
送
る「
Ｃ
Ｏ
�

フ
リ
ー
メ
ニ
ュ
ー
」も
提
供
。

企
業
や
一
般
家
庭
の
ニ
ー
ズ

を
掘
り
起
こ
し
て
い
る
。

イ
ー
レ
ッ
ク
ス
グ
ル
ー
プ

は
、
国
内
外
に
お
い
て
バ
イ

オ
マ
ス
発
電
事
業
を
基
軸
に

持
続
可
能
な
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業

を
展
開
し
、
来
る
べ

き
脱
炭
素
社
会
に
向

け
て
企
業
価
値
の
最

大
化
を
目
指
し
て
い

る
。

レ
ノ
バ
は
、
昨
年
創
立


周
年
を
迎
え
た
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
開
発
・

運
営
を
専
業
と
す
る
企
業

だ
。
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー

分
野
の
調
査
コ
ン
サ
ル
テ

ィ
ン
グ
事
業
、
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
を

経
て
２
０
１
２
年
に
再
生

可
能
エ
ネ
発
電
事
業
に
本

格
参
入
し
た
。
大
規
模
太

陽
光
発
電
か
ら
始
ま
り
、

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
、地
熱
、

陸
上
風
力
、
そ
し
て
洋
上

風
力
へ
と
事
業
領
域
を
広

げ
、
再
生
可
能
エ
ネ
発
電

事
業
者
と
し
て
国
内
屈
指

の
規
模
に
成
長
を
遂
げ
つ

つ
あ
る
。

同
社
は
、
幼
少
期
か
ら

環
境
問
題
に
興
味
を
持

ち
、
大
学
で
は
環
境
政
策

論
・
環
境
物
質
論
を
専
攻

し
た
木
南
陽
介
氏
が
、
卒

業
後
に
マ
ッ
キ
ン
ゼ
ー
を

経
て
設
立
し
た
企
業
だ
。

創
業
当
時
は
、
官
公
庁
や

企
業
向
け
に
環
境
・
エ
ネ

ル
ギ
ー
分
野
の
調
査
・
コ

ン
サ
ル
を
行
っ
て
い
た

が
、
再
生
可
能
エ
ネ
に
も

早
く
か
ら
注
目
し
、
国
内

外
の
動
向
を
継
続
的
に
調

査
し
、
参
入
機
会
を
う
か

が
っ
て
い
た
。

大
き
な
転
機
と
な
っ
た

の
が

年
３
月

日
の
東

日
本
大
震
災
だ
。
エ
ネ
ル

ギ
ー
政
策
転
換
の
流
れ

で
、
固
定
価
格
買
取
制
度

な
ど
の
環
境
が
整
い
始

め
、

年
か
ら
本
格
的
に

参
入
し
た
。
先
行
調
査
で

得
た
知
見
を
生
か
し
、
２

年
後
の

年
２
月
に
は
、

同
社
初
の
発
電
事
業
で
あ

る
水
郷
潮
来
ソ
ー
ラ
ー
発

電
所
（
１
万
５
３
０
０
㌔

㍗
、
茨
城
県
潮
来
市
）
を

稼
働
し
た
。
現
在
で
は
、

開
発
・
建
設
中
の
案
件
を

含
め
る
と
国
内
外

カ

所
、
そ
の
合
計
設
備
容
量

は
１
８
０
万
㌔
㍗
に
達
す

る
。そ

ん
な
同
社
が
現
在
特

に
力
を
入
れ
て
い
る
の
が

洋
上
風
力
発
電
だ
。
日
本

の
再
生
可
能
エ
ネ
の
普
及

や
主
力
電
源
化
に
は
発
電

所
の
大
規
模
化
が
必
要
で

あ
り
、
洋
上
風
力
に
は
特

に
大
き
な
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル

が
あ
る
。
洋
上
風
力
の
拡

大
に
よ
り
、
再
生
可
能
エ

ネ
の
主
力
電
源
化
に
貢
献

し
て
い
く
方
針
だ
。

目
下
動
い
て
い
る
の
が

国
内
で
大
規
模
洋
上
風
力

の
第
一
号
と
な
る
秋
田
県

由
利
本
荘
市
沖
の
事
業

だ
。
「
自
然
・
地
域
と
の

共
存
共
栄
」
を
最
重
視
す

る
レ
ノ
バ
は

年
か
ら
地

域
に
足
し
げ
く
通
い
、
関

係
者
と
密
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
を
取
っ
て
き

た
。
そ
れ
は
ひ
と
え
に
事

業
者
都
合
で
は
な
く
、
地

域
関
係
者
と
一
体
と
な
っ

て
持
続
的
・
長
期
的
に
地

域
社
会
・
経
済
の
活
性
化

に
貢
献
で
き
る
オ
ー
ダ
ー

メ
ー
ド
の
発
電
所
を
創
る

こ
と
を
目
指
し
て
い
る
か

ら
だ
。

同
社
の
電
源
開
発
を
支

え
る
柱
は
、
社
員
の
高
い

専
門
性
だ
。
エ
ン
ジ
ニ
ア

リ
ン
グ
、
新
規
開
発
、
事

業
推
進
、
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
、

リ
サ
ー
チ
な
ど
の
各
チ
ー

ム
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門

性
を
発
揮
し
つ
つ
密
に
連

携
し
て
事
業
の
最
適
解
を

導
く
。
再
生
可
能
エ
ネ
事

業
を
円
滑
に
推
進
す
る
鍵

と
な
る
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン

グ
で
は
、
設
計
・
施
工
・

運
用
の
知
識
だ
け
で
な

く
、
環
境
・
生
態
系
と
の

調
和
、
地
域
社
会
と
の
合

意
形
成
な
ど
、
広
範
な
課

題
へ
の
対
応
が
求
め
ら
れ

る
。
レ
ノ
バ
に
は
ゼ
ネ
コ

ン
、
プ
ラ
ン
ト
メ
ー
カ
ー

な
ど
様
々
な
バ
ッ
ク
グ
ラ

ウ
ン
ド
を
持
つ
人
材
の
ほ

か
、
海
外
の
洋
上
風
力
事

業
で
の
経
験
が
豊
富
な
外

国
籍
社
員
も
複
数
地
域
か

ら
集
い
、
事
業
を
牽
引
し

て
い
る
。

ま
た
、
同
社
は
独
立
系

企
業
の
た
め
、
案
件
ご
と

に
最
適
な
パ
ー
ト
ナ
ー
シ

ッ
プ
を
組
め
る
利
点
が
あ

る
。
再
生
可
能
エ
ネ
の
開

発
に
は
地
域
の
理
解
と
信

頼
が
欠
か
せ
な
い
。
特
に

地
元
企
業
や
各
地
の
大
手

電
力
・
ガ
ス
会
社
は
、
長

い
年
月
を
か
け
て
地
域
社

会
と
信
頼
関
係
を
培
っ
て

き
た
経
験
と
実
績
や
資
本

力
が
あ
る
。
レ
ノ
バ
は
こ

れ
ら
の
企
業
と
と
も
に
、

国
内
外
の
事
業
を
進
め
た

い
考
え
だ
。

創
業

周
年
を
迎
え
た

レ
ノ
バ
だ
が
、
こ
れ
は
あ

く
ま
で
中
間
地
点
に
過
ぎ

な
い
。
中
期
目
標
と
し
て

掲
げ
る
合
計
設
備
容
量
３

０
０
万
㌔
㍗
を
実
現
す
る

た
め
、
現
在
は
特
に
洋
上

風
力
と
海
外
事
業
に
注
力

し
て
い
る
。
洋
上
風
力
で

は
、
由
利
本
荘
市
沖
の
事

業
の
ほ
か
に
複
数
箇
所
で

検
討
を
進
め
て
お
り
、
海

外
で
は
ベ
ト
ナ
ム
で
陸
上

風
力
発
電
所
（

・
４
万

㌔
㍗
、
ベ
ト
ナ
ム
ク
ア
ン

チ
省
）
が
建
設
中
だ
。

１
０
０
年
後
も
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
困
る
こ
と
の
な
い

社
会
を
目
指
し
、
レ
ノ
バ

は
日
本
と
ア
ジ
ア
に
お
け

る
エ
ネ
ル
ギ
ー
変
革
へ
の

貢
献
を
期
す
。

レ ノ バ

由
利
本
荘
に
洋
上
風
力

エ
ネ
変
革
、ア
ジ
ア
で
も

イーレックスグループ

昨年９月、豊前バイオマス
発電所向けに竣工した燃料輸
送船｢いぶき｣７月の営業運
転開始を予定する中城バイオ
マス発電所(沖縄県うるま市､
１月撮影）

バ
イ
オ
軸
に
成
長
期
す

初
の
非
Ｆ
Ｉ
Ｔ
電
源
も

由利本荘沖洋上風力発電のイメージ

クアンチ陸上風力発電(ベトナム)の建設現場

世
界
最
大
級

小
売
事
業
も

大
き
な
転
機

地
元
企
業
と




